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  今年度の採用試験(一次試験)の合格状況です。 

 幼・保の試験は，９月中旬から本格的に始まり，二次・三次

試験と続きます。最終の合格者が発表されるのは，年末にな

る自治体もあります。幼・保の先生をめざしている学生は，今

からが勝負です。学科をあげてサポートしていきます。 

 小学校の一次試験は，すべて終了しました。二次試験も，

沖縄県を残すだけです。今年度の採用試験は，新型コロナ

ウィルス感染症の広がりの影響で，試験日の１か月前に試験

の内容が変更されたり，試験の時間が短くなったりと，受験生

にとっては，不安がいっぱいの採用試験となりました。例年で

あると，夢をかなえるために併願をする学生もいるのですが，

今年は，幼・保も小学校も併願をする学生は，かなり少なくな

りました。 

令和 2 年度実施 採用試験一次試験合格者 (8 月 31 日現在) 

小学校 31 名 
高知県 17 名 
徳島県 05 名 
愛媛県 04 名 
沖縄県 03 名 
大分県 02 名 

幼・保  7 名 
吉野川市 1 名 
観音寺市 1 名 
四国中央市 1 名 
直島町 2 名 
西宮市 1 名 
明石市 1 名 

徳島市 内藤佐和子市長 徳島文理大学訪問 (９月７日) 

四国放送 ゴジカルより 

9 月 7 日 徳島新聞 

 
「市長さんと話をして」 学生の感想 

〇緊張しましたが，どういった園で働きたいか，職場

環境の希望等を聞いてくださり，学生としての意見

を伝えることが出来ました。このような意見交換の場

に参加させていただき、貴重な経験が出来ました。 

〇内藤市長が明るく気さくに話しかけてくださったお

かげで緊張が解け，楽しく意見交換が出来ました。

待機児童の解消についての議題で話し合いをした

のですが，私自身とても勉強になり，貴重な体験が

出来て良かったです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「音楽を作り上げる楽しさを味わおう」 

 声遊びやボディーパーカッションなどで表

現する楽しさを体験しました。 

「心理学からみた学習法の極意」 

効率的な学習方法を心理学の立場から学び

ました。験し，心の表現としての音楽をつくり 

「褒めたり褒められたりする体験をしてみよう」 

 良い褒め方，褒めるタイミングについて実

践を交えて学びました。 

8月のオープンキャンパス（1日，2日，23日） 

 8月は，1日(土)，２日(日)，23日(日)と予定

通り３回のオープンキャンパスを開くことができ

ました。新型コロナウィルス感染症の広がりが

心配される中でしたが，３回のオープンキャン

パスとも多くの高校生や保護者の方が参加し

てくださいました。 

 学生スタッフからは，自分の体験をもとに児

童学科の学びや充実したキャンパスライフの

過ごし方などが紹介されました。模擬授業が

終わった後は，輪になってフレンドリーに高校

生と懇談していました。 

 8月1日のオープンキャンパスには，今年の

3月に卒業し４月から幼稚園と小学校で働いて

いる先輩2人が足を運んでくれました。そして，

夢をかなえることができた児童学科での学び

や縦と横の深い絆などについて話してくれまし

た。２日は，先輩からのビデオメッセージを紹

介しました。 

 8月23日には，先輩からのビデオレターに加え

て，ビデオ会議アプリを活用して沖縄県の先輩か

らも参加者へ熱いメッセージを送ってくれました。

日曜日にもかかわらず，勤務校に出向き，沖縄

県の正装である「かりゆし」で参加してくれました。 

 例年，夏休みのオープンキャンパスには県外

から来てくれる先輩も多いのですが，今年は，移

動しにくい状況もあり大変残念でした。 

模擬授業 
「子どもをやる気にさせるスゴワザ」 

コーチングの具体例について「紙飛行機と

ばし」を題材にして学びました。 

「楽しいレクリエーションを体験しよう」 

身近なものを折ったり切ったりくっつけたりと

指先を使って楽しみながら遊び道具をつくりま

した。 

 


